
入学してから1年間、授業以外に部活動や資格勉強、インターンシップな
ど沢山のことに挑戦し、非常に充実した生活を送りました。今年度は「学都仙台単位互換ネットワーク」と
いう制度を利用して、他大学で死生学の講義を受けています。一見建築には関係なさそうな学問でも、建築
に活かせるテーマもあるため、得た学びを建築に応用していきたいと思います。2年生の授業は難易度が上
がり、ボリュームの大きい課題が出るため、これまで以上に時間管理を徹底して課題に取り組む必要がある
と感じています。今年度は徹夜をせずに課題を提出できる建築学生になるのが目標です。また2年生でも時
間を有意義に使って、新しいことに挑戦し続けたいと思っています。2年長谷川ひよりさん

古川黎明 高校 出身
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3年金田諒 さん

古川 高校 出身

皆さん、こんにちは！3年の金田諒です。私は建築学科に、建物の設計
(主に意匠設計)についてとても興味があり建築士になることを目指し入学しました。本学科では建築におい
て多岐に渡る学び(計画・設計、構造・材料、環境・設備等)を深められます。私は普通科文系の高校から進
学し入学当初はとても不安でしたが先生方のサポートにより、構造の計算は難しい内容ではありながらも着
実に知識を増やし、設計の授業では現地調査や製図、建築計画などがあり大変だと感じると同時にとても楽
しめています。本学科では理系の方だけではなく文系の方でも、基礎から学べるので建築に興味があれば是
非おすすめさせて頂きたいです。

まずは学部新入生の皆さん、入学おめでとうございます。仙台、宮城、東北そして全国から集まった161名。それぞれ「こ
こでまなぶこと」の理由があると思います。入学したときの緊張感や期待や夢にワクワクする思いを忘れずにこれからの日々を楽しんで、学んで下さい。
大学院には前期課程21名、後期課程４名が入学（進学）しました。留学生、本学以外からの入学もいます。大学院は総勢50名を超える大所帯となりました。
本学でも特に建築学科では、大学院進学も一般的な進路になってきました。嬉しい限りです。さて、新入生はオリエンテーションの期間を経て、大学の講
義が始まりました。100分授業や自己管理が必要な学修など、高校とは大きく異なる形に戸惑うこともあるかと思いますが、多くの友人をつくり、助け合い、
励まし合いながら頑張って下さい。オリエンテーションでは皆さんの先輩でもある向井建設の遠藤和彦会長の講話をいただきました。刺激のある、また励
みになるお話しでした。先輩方が築いてきた道を皆さん自身の足で歩き、耕し、そして新しい道を切り拓いて下さい！さいごに、この号は100号記念となり
ます。足かけ８年間。学生皆さんの協力があって続いてきたものです。ありがとうございました。そして、今後ともよろしくお願いします！

発行：東北工大建築学部 学部長 石井敏
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卒業式後に研究室で

損傷制御システム研究室（堀研）の
2024年の振り返り。建て替えのため７号館２階に移転する
こととなりました。3月21日に床の貼り替えが終わり、翌週
は作業用テーブルを５号館から運び、学生たちが３日がかり
で研究室の壁を塗装しました。4月2日に家具等の搬送で、
10日からはゼミを始められるように、さっそく23日に東北

大学の大型振動台実験と免震建物の見学に行くことができま
した。卒論では建物の揺れを抑えるダンパーや免震システム
を検討し、それから卒業まで、新しい環境であっというまの
１年でしたが、頑張ってくれた学生たちに感謝しています。

Pick Up Lab.

免震建物の見学

2025年度 建築学科・建築学専攻 入学おめでとうございます！
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